Ⅰ　市場の概要

　

１．市場の名称及び位置

（１）唐戸市場

　　　　　名　称　下関市地方卸売市場唐戸市場

　　　　　位　置　〒750-0005　山口県下関市唐戸町5番50号
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　　　　　 ※下関I.C.より下関市街地方面へ１０分、下関駅よりバス１０分

（唐戸バス停）

　　（２）南風泊市場

　　　　　名　称　下関市地方卸売市場南風泊市場

　　　　　位　置　〒750-0093　山口県下関市彦島西山町四丁目11番
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　　　　　　※下関駅よりバスで２０分（渡瀬バス停）

（３）特牛市場

　　　　　名　称　下関市地方卸売市場特牛市場

　　　　　位　置　〒759-5331　山口県下関市豊北町大字神田字網打場地先
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　　　　　　※ＪＲ特牛(こっとい)駅より車で５分













２．市場沿革について

　（１）市場の沿革

本市には、水産物市場の「唐戸市場」、「南風泊市場（彦島）」及び「特牛市場（豊北）」、青果市場の「新下関市場（勝山）」の４つの地方卸売市場があり、それぞれが役割を分担しながら流通活動を展開しています。

本市の中心市街地に位置する「唐戸市場」は、昭和８年４月、下関市唐戸町に「下関市唐戸魚菜市場」として開設され、昭和４８年の卸売市場法制定に伴い「下関市地方卸売市場唐戸市場」に名称変更し、生鮮食料品その他各種食料品を扱う総合市場として、長年にわたり市民の台所として親しまれてきました。

しかしながら、敷地の狭隘化と交通事情の悪化により、市場機能に支障をきたすようになったため、水産物部門のみを「唐戸市場」に残し、昭和５１年６月、青果部を勝山地区に移転し、新たに「新下関市場」を開設しました。

その後、「唐戸市場」は施設の老朽化に伴い、平成１３年４月、隣接する埋立地に新築移転し、卸売市場機能を有しながら、一般の消費者も気軽に魚や食料品を購入することができる庶民的な市場として、現在も多くの市民や観光客に親しまれています。

本市南部に位置する「南風泊市場」は、ふくの更なる集荷を目的とし、昭和４９年に対馬周辺及び瀬戸内海、豊後水道、伊勢湾などを主漁場とするふく延縄漁業の天然ふく及び九州・西日本各地の養殖ふくの主要水揚市場として開設されました。年始（１月４日）の初せりが有名で、全国で唯一ふぐを専門に取り扱う卸売市場として発展してきました。平成６・７年度には、活魚を全国に出荷する活魚集散基地として活魚施設及び荷捌施設を増設して、背後地にある水産物加工場への活魚の安定供給体制を確立し、水産業の活性化と地域振興に貢献しています。

現在「南風泊市場」では、安心安全な水産物の供給等を行うことを主な目的として、市場を高度衛生管理型の施設に整備する事業に取り組んでおり、平成３０年１１月、市場機能を仮設市場に移転し、新市場完成を目指して事業を進めています。

本市北部に位置する「特牛市場」は、「豊北市場」の名称で昭和５７年に開設され、豊北町の水産物を一元集荷・販売する市場として、多種多様かつ新鮮な水産物を提供してきました。平成１７年２月１３日に下関市、豊浦町、菊川町、豊田町及び豊北町の１市４町が合併したことにより、新たに下関市の市場に加わり、平成２１年４月に「豊北市場」から「特牛（こっとい）市場」に名称を変更しました。

食生活の変化により、水産物の消費需要は年々減少傾向にあり、厳しい状況下にはありますが、「唐戸市場」、「南風泊市場」及び「特牛市場」がより緊密に連携し、水産物の安定供給並びに水産業の発展及び活性化が図られることが期待されています。

（２）年暦及び整備計画

　　　○唐戸市場の年暦

	年　　月
	概　　　　　　　要

	昭和 8 年 4 月
	「下関市唐戸魚菜市場」開設

	昭和48年 1 月
	「下関市地方卸売市場」へ改称

（昭和46年7月新市場法施行に伴い新条例制定）

	昭和49年度～

昭和50年度
	青果部門が勝山地区に新築移転により水産部門を唐戸市場に残す。

	昭和56年12月
	唐戸市場業者より市場の建替の陳情書提出あり

	昭和60年12月
	市議会経済委員会で市場の建設計画の立案答弁

	平成 2 年12月
	市議会経済委員会で市場整備基本計画の立案答弁

	平成 5 年 3 月
	唐戸市場整備推進委員会を設立

	平成 5 年 3 月
	唐戸地区ウォーターフロント開発部会を設立

	平成 5 年 4 月
	市場建設予定地を第四港湾建設局下関機械整備事務所用地と決定し，全面移転を要請

	平成 5 年 6 月
	市場業者の実態調査を実施

	平成 5 年10月
	唐戸市場整備計画を策定のため唐戸市場整備部会を設立

	平成 6 年 2 月
	第四港湾建設局下関機械整備事務所が移転同意

	平成 6 年 3 月
	市場建設予定地の公有水面の埋立工事に着手

	平成 6 年12月
	第四港湾建設局下関機械整備事務所の移転補償工事着手

	平成 7 年 3 月
	市場周辺業者に説明会実施

	平成 7 年 9 月
	市場業者に市場建設基本計画素案の説明会実施

	平成 7 年11月
	新唐戸市場建設委員会を設立

	平成 8 年 1 月
	市場業者に新唐戸市場入場確認ヒアリング実施

	平成 8 年 4 月
	新唐戸市場建設委員会（第9回）で基本計画案を承認

	平成 8 年 9 月
	新唐戸市場建設に係る設計業者の決定方法をﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ方式として，審査委員会を設置

	平成 9 年 1 月
	第四港湾建設局下関機械整備事務所の移転補償工事竣工

	平成 9 年 2 月
	新唐戸市場建設基本設計業者決定

	平成 9 年 3 月
	市場建設予定地の第四港湾建設局下関機械整備事務所の跡地取得

	平成 9 年 7 月
	新唐戸市場建設基本計画素案を市議会経済委員会で説明

	平成 9 年12月
	新唐戸市場建設委員会で基本設計素案承認

	平成10年 2 月
	平成10年度地方卸売市場施設整備事業実施計画書を提出

	平成10年 4 月
	同上内示

	平成10年 5 月
	同上国庫補助金交付申請書を提出

	平成11年 3 月
	新唐戸市場（市場棟）建設工事請負契約締結（議決）

	平成12年 1 月
	新唐戸市場（駐車場棟）建設工事請負契約締結（議決）

	平成13年 4 月
	新唐戸市場オープン（現在に至る。）


　　　○南風泊市場の年暦

	年　　月
	概　　　　　　　要

	昭和49年11月
	ふくを中心とした水産物産地市場である

「下関市地方卸売市場南風泊市場」開設

	昭和51年度
	南風泊市場Ａ棟建設

〃　　Ｂ棟（通路屋上）建設

〃　　Ｄ棟囲壁整備

海水揚水施設整備

	昭和52年度
	南風泊市場Ｃ棟増設

	昭和59年度
	南風泊市場Ｅ棟増設

	平成 6 年度
	活魚施設Ｆ棟増設

	平成 7 年度
	荷捌施設Ｆ棟増設

	平成25年10月
	下関地区特定漁港漁場整備事業計画策定（国）

	平成28年3月
	下関漁港南風泊地区高度衛生管理整備基本構想策定

	平成29年10月
	高度衛生管理整備事業（南風泊市場建て替え）着工

	平成30年11月
	高度衛生管理整備事業に伴い、市場機能を仮設市場に移転


○特牛市場の年暦

	年　　月
	概　　　　　　　要

	昭和57年4月
	「豊北町水産物地方卸売市場」開設

	昭和57年度
	「豊北町水産物地方卸売市場」建設

	平成元年度
	「豊北町水産物地方卸売市場」増設

	平成12年度
	「豊北町水産物地方卸売市場」増設

	平成17年2月
	「下関市地方卸売市場豊北市場」に改名

（平成17年2月の市町村合併により）

	平成21年4月
	「下関市地方卸売市場特牛市場」に改名


　３．建設工事の概要

　　（１）唐戸市場の建設事業費

　　　　※総事業費　　　　　　　　　　　　　　　７,７００,５８９千円

	
	区　　　分
	金　　額（千円）

	事 業 費
	用地費
	１，２５７，９９２ 千円　

	
	
	市場棟
	６７３，５７４ 千円　

	
	
	駐車場棟
	５８４，４１８ 千円　

	
	市場棟事業費
	５，０１３，８４０ 千円　

	
	
	うち補助対象経費
	３，４５９，１６９ 千円　

	
	駐車場棟事業費
	１，４２８，７５７ 千円　

	
	
	うち補助対象経費
	８６１，０７６ 千円　

	財源内訳
	国庫補助金
	１，０８９，６６７ 千円　

	
	都道府県補助金
	５４０，４１２ 千円　

	
	地方債
	６，０６３，４００ 千円　

	
	一般財源
	７，１１０ 千円　


　　

（２）南風泊市場（既設）の建設事業費

	施　設　名
	事業費（千円）
	備考

	Ａ棟建設
	９８，５７３ 千円
	ふく卸売場等

	Ｂ棟（通路屋上）建設
	１３，９３８ 千円
	

	Ｄ棟囲壁整備
	１１，８５９ 千円
	

	海水揚水施設整備
	２２，７３２ 千円
	海水ポンプ等

	南風泊市場Ｃ棟増設
	２２２，３１６ 千円
	卸売場等

	南風泊市場Ｅ棟増設
	１０２，８７９ 千円
	活魚水槽等

	活魚施設Ｆ棟増設
	３２０，２００ 千円
	水槽等

	荷捌施設Ｆ棟増設
	１５５，２７６ 千円
	荷捌所


（３）特牛市場の建設事業費

	施　設　名
	事業費（千円）
	備考

	豊北市場
	８７,６９１　千円
	

	豊北市場付属施設
	１０,４００　千円
	

	豊北市場荷捌施設増設
	８４,６７１　千円
	

	鮮度保持施設
	２０,３５０　千円
	

	豊北市場荷捌施設増設
	１６,２８６　千円
	

	豊北市場砕氷施設
	３,４６５　千円
	

	豊北市場海水滅菌施設
	１０,６１８　千円
	

	豊北市場合併処理浄化槽
	１５,７５０　千円
	


　４．施設の概要

　　（１）唐戸市場

　　　　①　建物

	
	延　　面　　積
	内　　　　容

	市 場 棟
	１４，４７３．７ ㎡
	ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ・ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ造

	駐車場棟
	９，６８３．２ ㎡
	ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ・ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ造

	合　　計
	２４，１５６．９ ㎡
	


　

　　　②　主要施設

	施　　設　　名
	面　積（㎡）

	卸売場
	７２６ ㎡

	仲卸売場
	７３６ ㎡

	関連売場
	２，０７９ ㎡

	特殊関連売場
	１，０９４ ㎡

	生産者立売場
	５２５ ㎡

	卸売業者冷蔵庫
	２２ ㎡

	共同冷蔵庫
	５３ ㎡

	管理事務所
	１３７ ㎡

	その他業者事務所
	２８４ ㎡

	倉庫
	１，１８６ ㎡

	その他施設
	５，６８５ ㎡


　　　　③　駐車場（駐車場台数）

	施　　設　　名
	台　　　数

	市

場

棟
	屋外
	４４ 台

	
	３階
	４７ 台

	
	Ｒ階
	１０２ 台

	
	計
	１９３ 台

	駐

車

場

棟
	１階
	７４ 台

	
	２階
	９８ 台

	
	３階
	９８ 台

	
	Ｒ階
	１０９ 台

	
	計
	３７９ 台

	合計
	５７２ 台


（２）南風泊市場

①　建物

	
	延　　面　　積
	内　　　　容

	南 風 泊 市 場

(仮設及び活魚畜養施設)
	３，８４４．９ ㎡
	鉄骨造


　　　　　

　　　②-１　主要施設（南風泊市場：仮設棟）

	施　　設　　名
	面　積（㎡）

	卸売場
	１，５３２ ㎡

	事務室
	１８７ ㎡

	冷蔵庫
	６９ ㎡

	厚生施設
	５６ ㎡

	活魚水槽
	４４０ ㎡

	現場詰所
	１２ ㎡


②-２　主要施設（南風泊市場活魚蓄養施設：Ｆ棟）

	施　　設　　名
	面　積（㎡）

	活魚施設
	８２２．０３ ㎡

	荷捌施設
	４８１．４６ ㎡

	ウインチ
	２ 基


（３）特牛市場

①　建物

	　　　　
	延　　面　　積
	内　　　　容

	特 牛 市 場
	１，３２３．０ ㎡
	


　　　②　主要施設

	施　　設　　名
	面　積（㎡）

	卸売場（荷捌所）
	１,０６９　㎡

	その他附属施設
	 ２５４　㎡


　５．配置図

　（１）唐戸市場
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（２）南風泊市場
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（３）特牛市場


６．開設者及び管理機構（令和７年４月１日現在）

　　（１）開 設 者　　　下関市長

　　（２）職 員 数　　　常勤職員１３名（特牛市場の２名は豊北総合支所建設農林水産課職員が兼務）
会計年度任用職員　２名
　　（３）管理機構　　　






下関市地方卸売市場

　　　　　　　　　　　　　　
【唐戸市場・新下関市場】
　　　　　　　　　　　　










　　　　　　　　 【南風泊市場】



　　　　　　　　 【特牛市場】


７．使用料

　　（１）唐戸市場

	種　　　別
	使　　　用　　　料

	卸売業者
市場使用料
	取扱額割
	当該月の卸売金額の1,000分の3

	
	面 積 割
	卸売場の面積　　　１㎡につき　月額　　251円

	仲卸業者売場使用料
	１㎡につき　月額　2,513円

	関連事業者売場使用料
	第 １ 種関連事業者
	市場の取扱品目以外の生鮮食料品の卸売を行う者及び市場の取扱品目の保管、貯蔵、運搬等を行う者
	１㎡につき　月額　2,618円

	
	
	第２８条第１項第１号の規則で定める業務を営む者
	１㎡につき　月額　2,095円

	
	第 ２ 種

関連事業者
	１㎡につき　月額　2,618円

	
	特殊関連関連事業者
	市場の機能の充実に資するものとして特に必要と認める業務を営む者
	１㎡につき　月額　2,724円

	
	
	生鮮水産物の生産者で直売の業務を営む者
	１㎡につき　月額　2,200円

	事務室使用料
	１㎡につき　月額　1,571円

	倉庫使用料
	Ａ
	１㎡につき　月額　2,513円

	
	Ｂ
	１㎡につき　月額　2,304円

	冷蔵庫使用料
	卸
	１㎡につき　月額　3,143円

	
	共同
	１㎡につき　月額　3,771円

	加工処理場
	１㎡につき　月額　2,618円

	活魚水槽敷地
	１㎡につき　月額　1,006円

	買荷保管所
	１㎡につき　月額　2,513円

	その他
	１㎡につき　月額　2,724円


　

　（２）南風泊市場

	種　　　別
	使　　　用　　　料

	卸売業者
市場使用料
	取扱額割
	当該月の卸売金額の1,000分の3

	
	面 積 割
	卸売場の面積    １㎡につき　月額    126円

	事務所使用料
	１㎡につき　月額 　 758円

	その他の施設
	冷蔵庫
	１㎡につき　月額　1,011円

	
	荷捌所
	１㎡につき　月額 　 581円

	
	厚生施設
	１㎡につき　月額 　 348円

	
	活魚水槽
	１㎡につき　月額 　 511円

	
	現場詰所
	１㎡につき　月額  　511円

	その他の施設
	荷捌所（活魚施設）
	１㎡につき　月額 　 910円

	
	活魚水槽（活魚施設）
	１㎡につき　月額  3,385円

	
	現場詰所（活魚施設）
	１㎡につき　月額  1,157円

	
	倉庫（活魚施設）
	１㎡につき　月額 　 675円


　

（３）特牛市場

	種　　　別
	使　　　用　　　料

	卸売業者
市場使用料
	取扱額割
	当該月の卸売金額の1,000分の3

	
	面 積 割
	卸売場の面積   １㎡当たり　月額    　76円

	関連事業者売場使用料
	１㎡当たり　月額　   373円

	事務室使用料
	１㎡当たり　月額　   373円

	その他の市場施設使用料
	冷蔵庫
	１㎡につき　月額　 1,022円

	
	その他(厚生施設等)
	１㎡当たり　月額　   373円


Ⅱ　市場業務の概要

１．開設年月日

　（１）唐戸市場　　　　 　　　平成１３年 ４ 月２５日
　（２）南風泊市場　　　　 　　　昭和４９年１１月 １ 日

　（３）特牛市場　　　　 　　　昭和５７年 ４ 月 ２ 日
　２．取扱品目

　（１）唐戸市場（水産物部）　 生鮮水産物及びその加工品

　（２）南風泊市場（水産物部）　 生鮮水産物及びその加工品

　（３）特牛市場（水産物部）　 生鮮水産物及びその加工品

　３．開市時刻

　（１）唐戸市場　　　　 　　　午前３時００分
　（２）南風泊市場　　　　　　　 午前３時００分

　（３）特牛市場　　　　 　　　午前１時５０分

　４．入場業者

　（１）唐戸市場入場業者（令和７年４月１日現在）
	区　　　分
	業者数
	団　体　名　・　業　者　名

	卸売業者
	１
	下関唐戸魚市場株式会社

	仲卸業者
	２０
	下関唐戸魚市場仲卸協同組合

	売買参加者
	１８
	

	第１種

関連事業者

（３２者）
	箱　　屋
	１
	

	
	氷　　屋
	１
	

	
	食 料 品
	２０
	唐戸市場食料品卸組合及びその他

	
	青果生花
	３
	唐戸市場青果組合

	
	鯨　蒲鉾
	６
	唐戸水産物協同組合

	
	そ　　菜
	１
	下関そ菜生産者直売組合

	第２種

関連事業者

（６者）
	金　　物
	１
	有限会社コマツ

	
	煙　　草
	１
	横井たばこ店

	
	食　　堂
	４
	市場食堂よし、唐戸食堂、

海転からと市場寿司、まぐろとかめ

	特殊関連

関連事業者

（３８者）
	水 産 物
	２４
	唐戸水産物協同組合

	
	共　　同
	３
	下関唐戸鮮魚共同組合

	
	沿岸立売
	１１
	下関沿岸漁業生産者事業協同組合


　
　
　　

　　　※下関沿岸漁業生産者事業協同組合は組合員数を掲載

（２）南風泊市場入場業者（令和７年４月１日現在）　　　　

	区　　　分
	数　量
	団　体　名　・　業　者　名

	卸売業者
	１
	下関唐戸魚市場株式会社

	買受人
	２０
	下関唐戸魚市場仲卸協同組合


　

（３）特牛市場入場業者（令和７年４月１日現在）　　　

	区　　　分
	数　量
	団　体　名　・　業　者　名

	卸売業者
	１
	山口県漁業協同組合豊浦統括支店

	売買参加者
	４９
	

	関連事業者
	５
	


５．市場統計

	年度
	総計
	前年比
	唐戸市場
	前年比
	南風泊市場
	前年比
	特牛市場
	前年比

	2
	4,550
	103
	1,556
	88
	1,570
	87
	1,424
	173

	
	4,502
	90
	1,204
	73
	2,133
	78
	1,165
	180

	3
	4,455
	98
	1,538
	99
	1,571
	100
	1,346
	95

	
	4,646
	103
	1,259
	105
	2,461
	115
	925
	79

	4
	4,900
	110
	1,322
	86
	1,776
	113
	1,802
	134

	
	5,910
	127
	1,406
	112
	3,041
	124
	1,463
	158

	5
	4,999
	102
	1,234
	93
	1,533
	86
	2,232
	124

	
	6,053
	102
	1,381
	98
	3,365
	111
	1,307
	89

	6
	4,776
	96
	1,323
	107
	1,645
	107
	1,920
	86

	
	5,791
	96
	1,388
	101
	3,295
	98
	1,038
	79


※唐戸市場取扱高については漁港市場からの分荷量を含む

年度別取扱高一覧表
下関市地方卸売市場（唐戸市場・南風泊市場・特牛市場）取扱高の推移
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